
「九重“夢”大吊橋開設10周年記念事業」
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秋のメロディー
だれかさんが　だれかさんが
だれかさんが　みーつけた
ちいさいあき　ちいさいあき
ちいさいあき　みーつけた
音のメロディーにのせて
みんなの心に届けたよ
ちいさい幸せ　みーつけた
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2016年 11月号

第365号 

月　　日 行　事　名

12月 ６日(火） 陶芸教室
12月 ７日（水） 第17回いのち・愛・人権フェスティバル
12月 ９日（金） 飯田ふれあいサロン
12月10日（土）ヒューマンフェスタ2016inうすき
12月15日（木） デイサービス事業（すずらん会）
12月19日（月） 編物教室
12月21日（水） ストレッチ体操教室
12月22日（木） デイサービス事業（ひまわり会）
12月26日（月） 歌声サロン
12月27日（火） 生花教室

月　　日 行　事　名

11月16日（水） ストレッチ体操教室隣保館人権学習会
11月17日（木） デイサービス事業（すずらん会）
11月21日（月） 編物教室
11月22日（火） パソコン教室Bコース７回目
11月24日（木） デイサービス事業（ひまわり会）
11月28日（月） 歌声サロン
11月29日（火） パソコン教室Bコース８回目
12月 １日（木） デイサービス事業（たんぽぽ会）
12月 ２日（金） 生花教室（文化センター）
12月 ５日（月） 編物教室

◇これからの行事◇ 【月・木は人権相談日】

お  知  ら  せ

■と　き：2016年12月７日（水）18：30～
■ところ：九重文化センター

テーマ　「輝く明日のために」～つながり・語り合い・支え合う～

人権のステージ
  たんぽぽの会＆九重町
職員労働組合
ここのえ緑陽中学校
東飯田小学校研修部
人権を考える・おやじ達
部落解放同盟九重支部

人権のひろば
期間 12月２日（金）～12月７日（水）
差別をなくす人権標語　児童・生徒の作品（44点）
各地区人権同和問題啓発推進協議会の活動報告の展示（パネル）
隣保館ハッスルシルバーズの活動報告（作品・パネル）
隣保館各教室の作品
たんぽぽの会・わ-くすたんぽぽの活動報告（パネル）
ここのえ緑陽中学校の人権絵画

※ステージや展示の内容については都合で変更する場合もあります。

第17回 いのち・愛・人権フェスティバル

　世界人権宣言が採択されたことを記念して、12 月４日～10 日までを、「人権週間」と
定めています。九重町では1998 年12 月７日に隣保館で差別落書きが発生し、多くの
人々の心を傷つけました。このことを風化させないために、毎年“いのち・愛・人権フェ
スティバル”をこの日に開催しています。
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平成28年度 九重町内企業・団体等人権研修会の開催

　10月13日（木）に「たんぽぽ会、すずらん会合同」10月27日（木）に「ひまわり会」が別府市
に研修に行きました。ハッスルシルバーズでは、年間計画の中でいろいろな計画を実施してい
ます。年１回のバス研修、今年は、別府市竹細工伝統産業会館にて別府市竹細工の由来などの
説明を聞くことができました。また、伝承される技術と題して展示室において、「歴史」「素材」
「技法」「生活とくらし」「未来」等のコーナーが設置されており、人間と竹との関わりを伝えて
いただきました。「生活とくらし」のコーナーでは、昔使っていた道具をみつけては、懐かしそ
うに、昔話に花が咲きました。また「芸術」のコーナーでは九重町出身の岐部正芳氏の作品も
展示されており、名工と呼ばれる方々の優れた技法による作品を数多く見ることができました。
竹細工の素晴らしい技術に魅せられ、芸術の秋を満喫し、思い出深い１日を過ごしました。

大分県隣保館連絡協議会「先進地視察研修」

と　き　2016（平成28）年12月10日（土）10：00～17：00
ところ　臼杵市（中央公民館・ほっと館）
　　　　臼杵市大字臼杵字浜２ｰ107ｰ56

≪趣旨≫  人権が尊重される社会づくりのためには、県民一人ひとりが日頃から人権につい
て考え、自ら行動に移すことが重要です。このため、多くの方に参加していただ
き、人権尊重意識高揚を図ることを目的とし、人権啓発フェスティバルが開催さ
れます。

　　　　大分県隣保館連絡協議会もこの趣旨に賛同し、共催として参画します。

　九重町では、毎年度日田公共職業安定所（ハローワーク）と共催で、企業主や団体等の代表者を対
象とした人権研修会を隣保館で開催しており、今年度は下記のとおり計画しています。
　昨今、人権教育・啓発活動が様々な企業・団体で取り組まれ、社会的な人権の尊重は高まっている
ところですが、一方では予断と偏見による意識差別は根強く残っています。
　今回は、障がいを理由とした差別の解消を推進するため今年の４月からスタートした「障害者差別
解消法」や妊娠・出産・育児休業を理由とした解雇、異動、減給、降格などの不利益な取り扱いを解
消する「マタニティハラスメント」を盛り込んだ「企業の社会的責任」について、大分県講師団の佐
藤弘代さんに講演をお願いしています。
　「人権研修会」に先立ち町内の企業を訪問し、研修会への参加をお願いしました。大変お忙しい中、
対応して頂きありがとうございました。

（総務課  人権・同和・男女共同参画グループ  足立）

《ヒューマンフェスタ2016 inうすき》
～ともに認め合い  ともに育む  一人ひとりの人権～

～お知らせ～
平成28年度九重町内企業・団体等人権研修会
日　時：平成28年12月９日（金）13時30分より
場　所：九重町隣保館　２階大会議室
主　催：日田公共職業安定所（ハローワーク）
　　　　九重町

　10月６日（木）～７日（金）の２日間、大分県
隣保館連絡協議会（大分県内にある隣保館13
館によって組織）の先進地視察研修（大阪市）
に参加しました。　
　初日は部落解放同盟浪速支部の案内で、「人
権・太鼓ロード」のフィールドワークを行い、
和太鼓作成（革選び・革貼）の様子を見学しま
した。浪速区が「渡辺」「西濱」「浪速」と300
年の歴史を有し「皮革のまち」「太鼓のまち」
として発展してきたことや、2002年から民間・
地域・行政が一体となって、人権文化に満ち

溢れたまちにすることを推進してきたことのお話を聞き人権のまちづくりを学ぶことがで
きました。
　２日目の釜ヶ崎・西成地区では、地域住民が運営する民設・民営隣保館「スマイルゆ～と
あい」にて、「西成のまちと部落解放運動」と題して解放同盟西成支部から、同和対策事業
の歴史や福祉・医療・雇用対策などの説明を聞きました。
　その後、「スマイルゆ～とあい」の活動で、会員制の居場所事業として行われている高齢
者いきいきサークル活動、靴づくり講習会、館内にある「喫茶なび」の様子などを見学しま
した。特に、「喫茶なび」で週２回実施している「こども食堂」は、こどもたちにとって貴
重な憩いの場になっています。
　今回の研修会に参加して感じたことは、九重町隣保館では地域に密着したコミュニティセ
ンターとして各種事業を実施していますが、伝統文化の継承や厳しい時代を生き抜いてきた
高齢者との交流の重要性と、こどもを取り巻く環境の変化（こどもの貧困率の上昇）への対策
が強く求められており、今後の隣保館活動に生かしていきたいと思います。

（隣保館長　熊谷）

和太鼓作成の様子

ハッスルシルバーズ  バス研修
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